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新規に理容所の開設をされる方へ 
   

    

－ 理容所開設の手引 － 

～理容所をはじめたいと思ったら～ 
理容所を開設しようとする場合、事前に届出を行い、施設の構造設備が法令等で定められた基準に

適合することの確認を受けなければなりません。 

🔴 申請のながれ 

 

● 施設の工事着工前に施設の設計図等を持参の上、事前にご相談ください。 

 

● 書類は営業予定日の 14 日前を目安に提出してください。 

１ 理容所開設届 別紙様式 

２ 構造設備の配置状況がわかる平面図（寸法の入った図面） 
別紙様式(定規等を使用し手書きしたものでも

可) 

３ 施設への見取り図 別紙様式(住宅地図等の写しでも可) 

４ 医師の診断書（理容師ごとに必要） 

別紙診断書(理容師ごとに、結核、皮膚疾患、

その他厚生労働大臣の指定する伝染性疾病

記載が必要) 

５ 理容師免許証（理容師ごとに必要）とその写し 原本持参 

６ 管理理容師資格認定講習会の課程を修了したことを証する書類 
理容師が常時 2名以上いる場合に必要 

原本持参 

７ 国籍のある住民票 開設者が外国人の場合 

８ 検査手数料 群馬県収入証紙 16,000 円分または振込 

９ 登記簿謄本（履歴事項全部証明書）※発行から 3 ヶ月以内のもの 開設者が法人の場合のみ 

 
● 施設検査の際は届出者または管理者が立ち会ってください。 

● ※なお、施設基準に適合しない場合は確認になりません。不適事項については改善し、 

●       改めて検査日を決めて再検査を受けてください。 

 
 

 
● 施設基準確認後、構造設備確認証を作成しますが交付までには約一週間かかります。 

●      検査時に調査結果書をお渡しします。指定日以降に結果書、来所者の認め印を持参してくだ

さい。 

● 構造設備確認証及び美容師免許証等を見やすい場所に掲示してください。  
 

事前相談 

申 請 

施設の検査・確認 

営業許可(営業開始) 

構造設備確認証の交付 
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理容所の開設等について 

 

（１）理容所の開設について 

理容所の開設しようとする者は、事前に届出を行い、施設の構造設備が理容師法第12条(同法施行規則第

26条・第27条)、群馬県理容師法施行条例第3条で定められた基準に適合することの確認を受けなくてはな

らず、確認を受けた後でなければ営業することはできません。 

また、理容師の資格がなければ業として理容行為を行うことはできません。 

 

（２）理容所の施設基準等（設備は理容所専用であること） 

建  物 
鉄骨、鉄筋コンクリート、木造造りなど十分な耐久性を有する構造であること。 

（建築基準法等関係法令の基準を遵守すること。） 

区  分 
施設は隔壁等により外部と完全に区分されていること。 

【理容所及び美容所における衛生管理要領(平成14年3月29日)】 

床・内壁 
施 

行 

規 

則 

作業室の床・腰板には、コンクリート、タイル、リノリューム又は板等の不浸透性材料を使用す

ること。 

ゴ ミ 箱 ふたがあり、耐久性で十分な容量があるもの。 

毛 髪 箱 ふたがあり、耐久性で十分な容量があるもの。 

採  光 
作業室内の採光及び照明は理容師が理容のため直接の作業を行う場合の作業面の照度を 

１００ルクス以上とすること。 

換  気 作業室内の換気は、空気１リットル中の炭素ガスの量５㎤に保つこと。 

作業室の面積 
条 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

例 

床面積は９．９㎡以上であること。 

理容いす（セット、シャンプー、顔そり、ドライヤーその他の理容を行うときに用いる椅子をい

う。）は、作業室の床面積が９．９㎡の場合は２台までとし、その床面積が９．９㎡を超えるとき

にあっては、その超える部分の床面積４．９㎡につき１台を増やすことができる。 

待合所の面積 面積は１．６㎡以上であること（美容所と共有する場合にあっては、２．４㎡以上であること）。 

区 画 等 
作業室は理容を行う以外の場所（待合所を含む）と区画し、又は十分な距離をおき、作業上

の衛生及び安全が確保される構造であること。 

器具等洗い場 器具、手指等を洗浄するための流水式の洗い場を有すること。 

洗髪用の洗い場 

作業室内は専ら洗髪するための温水を供給することが出来る流水式の洗い場を有すること。

ただし、頭髪の刈り込みを行わないこと等の事由により、知事が衛生上支障がないと認めると

きは、この限りではない。 

応急処置 理容により生じるおそれのある外傷の応急の処置に必要な薬品及び用品を備えること。 

 

 

（３）理容を行う場合に講ずべき措置（法第9条及び施行条例第2条） 

理容師は、理容の業を行うときは、以下の措置を講じなければなりません。 

・皮ふに接する布片及び器具は清潔に保つこと。 

・皮ふに接する布片は、客１人ごとにこれを取りかえ、皮ふに接する器具は、客１人ごとにこれを 

消毒すること。 

・理容は、清潔な作業着を着用して行うこと。 

・顔面の作業は、マスクを着用して行うこと。 

・理容は、清潔な手指で行い、顔そりその他直接皮ふに接する作業は、客１人ごとに手指を消毒して 

行うこと。 

・タオルその他皮ふに接する布片は、客１人ごとに消毒したものと取りかえること。 

・客が毛髪等で汚れないよう被う布は、清潔なものを使用すること。 

・消毒液は、随時取りかえ、常に有効な消毒液を使用すること。 

・器具及び布片は、消毒済みのものとそれ以外のものを区分して収納すること。 

 

※ 同法施行規則第24条(皮膚に接する器具)及び第25条(消毒の方法)については、別途記載。 
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（４）罰則 

   下記のいずれかに該当する場合は、罰せられます。 

   ○３０万円以下の罰金（法第15条） 

    ア 無免許で理容を業としたもの 

    イ 開設の届出をせず、又は虚偽の届出をした者 

    ウ 確認を受けずに理容所を使用した者 

    エ 立入検査を拒否、妨害、又は忌避した者 

    オ 法第 14 条の規定に基づく閉鎖処分に違反した者 
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理容所開設届の記入例(第１面) 
 

● 黒のボールペン等で書いてください。（群馬県ホームページからダウンロードすることもできます） 

● 太枠の中だけ記載してください。 

● フリガナと書かれているところは必ず記入してください。 
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理容所開設届の記入例（第２面） 
● 黒のボールペン等で書いてください。 該当事項に記入してください。 
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理容所開設届の記入例（第３面） 

● 黒のボールペン等で書いてください。附近の地図(１００メートル以内) 
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 美容所の平面図（配置図） 
黒のボールペンで定規等を使って書いてください。別紙に記載してください。すべての設備について記入し、名称を入

れてください。 

 

☆ 常に清潔に保つこと ☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

作業室は理容を行う以外の場所（待合所を含む）

と区画し、又は十分な距離を置き、作業上の衛生

及び安全が確保される構造であること。 

いすは、作業室の床面積が９．９㎡の場合は２

台までとし、その床面積が９．９㎡を超えるときに

あっては、その超える部分の床面積４．９㎡につ

き１台を増やすことができる。 
理容所内の空気１リットル中

の炭素ガスの量５㎤に保つこ
と 

採光、照明及び換気を十分に

すること 

作業面の照度を１００ルクス

以上とすること 

専ら洗髪するための温水を供

給できる流水式の洗い場 

作業室は９．９㎡以上 

消毒設備を設けること 

応急処置に必要な薬品や用
品を備えること 

手指、器具等を洗浄するため

の流水式の洗い場 

ふた付きの汚物箱及び毛髪

箱を備えること 

床及び腰張りにはコンクリー

ト、タイル、リノリューム又は
板等の不浸透性材料を使用 

待合所は１．６㎡以上である
こと 
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